
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

ｰ
2
1
世
紀
へ
の
対
策
ｰ

第
一
章
　
人
類
と
環
境

Ａ
　
地
球
の
限
界
は
超
え
ら
れ
る
か
　
１

Ｂ
　
科
学
技
術
へ
の
期
待
　

６

Ｃ
　
誤
り
と
そ
の
是
正
　

９

第
二
章
　
自
然
の
流
れ
と
人
為
　
１
５

Ａ
　
地
球
・
生
命
・
人
類
の
歴
史
　
１
６

Ｂ
　
天
然
の
巧
み
な
作
用
　

２１

Ｃ
　
自
然
の
変
化
と
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
　

２７

Ｄ
　
科
学
技
術
と
自
然
と
の
調
和
　
３
１



第
三
章
　
大
気
汚
染
・
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
・
酸
性
雨
　
3
7

A
　
本
当
の
大
気
汚
染
物
質
は
何
か
　
3
8

B
　
大
気
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
　
4
3

C
　
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
　
4
9

D
　
酸
性
雨
の
原
因
と
実
態
　
5
5

E
　
酸
性
雨
と
酸
性
霧
の
影
響
　
6
1

第
四
章
　
オ
ゾ
ン
層
破
壊
と
温
暖
化
　
6
5

Ａ
　
オ
ゾ
ン
層
と
気
温
に
及
ぼ
す
自
然
の
作
用
　
6
6

B
　
フ
ロ
ン
と
代
替
フ
ロ
ン
の
作
用
　
7
1

Ｃ
　
い
ろ
い
ろ
な
温
室
効
果
ガ
ス
　
7
5

D
　
二
酸
化
炭
素
を
ど
の
よ
う
に
減
ら
す
か
　
8
1

第
五
章
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
有
効
利
用
　
9
3

A
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
資
源
の
寿
命
　
9
4

B
　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
経
済
性
　
1
0
0

Ｃ
　
各
種
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
1
0
3

Ｄ
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
効
率
向
上
か
ら
　
1
0
9

第
六
章
　
原
子
力
と
放
射
能
　
1
1
9

Ａ
　
原
子
力
発
電
は
安
全
か
　
1
2
0

Ｂ
　
放
射
線
と
放
射
性
廃
棄
物
　
1
2
5

第
七
章
　
食
糧
・
肥
料
・
農
薬
　
1
3
1

Ａ
　
世
界
の
食
糧
問
題
　
1
3
2

Ｂ
　
化
学
肥
料
に
は
害
が
あ
る
か
　
1
3
6

C
　
農
薬
は
有
害
か
必
要
か
　
1
4
3

第
八
章
　
廃
棄
物
の
処
理
と
再
利
用
　
1
4
9

A
　
廃
棄
物
の
状
況
　
1
5
0

Ｂ
　
都
市
ご
み
の
処
理
　
1
5
5

c
　
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
　
1
6
0

Ｄ
　
産
業
廃
棄
物
を
ど
う
す
る
か
　
1
6
4



第
九
章
　
危
機
脱
出
の
鍵
（
科
学
と
文
明
）
1
6
7

A
　
科
学
技
術
と
文
明
　
1
6
8

B
　
生
命
・
物
質
・
宇
宙
　
1
7
2

お
わ
り
に
　
1
7
7

参
考
文
献
　
1
7
8

索
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